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一　

は
じ
め
に

北
お
お
さ
か
信
用
金
庫
が
営
業
エ

リ
ア
と
す
る
北
大
阪
地
域
に
も
突

然
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
危
機
が
訪
れ
た
。
大
阪
、
兵

庫
、
京
都
の
府
県
民
は
緊
急
事
態
を

克
服
す
る
た
め
に
必
死
に
自
粛
し
て

耐
え
て
い
る
。今
後
、「
第
２
波
」、「
第

３
波
」
が
押
し
寄
せ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
が
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
遵
守
し
、
１
日
も
早
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
期
待

し
た
い
。

し
か
し
、
経
済
は
す
で
に
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
信
用
金
庫
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
金
融
機
関
は
こ
の
危
機

を
克
服
す
る
た
め
地
域
経
済
の
担
い

手
と
し
て
真
の
役
割
を
果
た
す
時
が

や
っ
て
き
た
。

二�　

北
お
お
さ
か
信
用
金
庫

営
業
店
景
況
感
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果

北
お
お
さ
か
信
用
金
庫
に
お
い
て

は
、
四
半
期
毎
に
景
況
レ
ポ
ー
ト
を

発
行
し
て
お
り
、
緊
急
調
査
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の

前
に
、
当
金
庫
営
業
店
長
に
よ
る
北

お
お
さ
か
信
用
金
庫
営
業
店
景
況
感

２
４
０
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
２

０
２
０
年
３
月
）
を
実
施
し
た
（【
図

表
１
】参
照
）。
そ
の
結
果
、先
行
き
・

見
通
し
が
、
良
好
・
明
る
い
２
社
、

普
通
52
社
、
低
迷
・
不
安
１
８
６
社

と
な
り
、
ほ
ぼ
全
業
種
に
お
い
て
景

気
後
退
を
懸
念
す
る
声
が
高
ま
っ
て

い
る
。

業
種
別
で
は
、
飲
食
業
で
は
予
約

キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
り
大
幅
な
減
収
の

一
方
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
宅
配
を
手

掛
け
る
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。
旅

行
・
宿
泊
業
者
は
外
国
人
旅
行
客
の

減
少
に
よ
り
大
幅
に
減
収
し
て
い

る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
介
護
事
業

者
は
利
用
者
が
激
減
し
て
お
り
、
歯

科
医
院
も
急
な
治
療
以
外
は
敬
遠
さ

れ
て
い
る
。
製
造
業
に
お
い
て
は
、

国
内
生
産
へ
回
帰
す
る
業
者
や
仕
入

難
と
な
っ
て
い
る
業
者
が
多
く
、
長

期
に
わ
た
る
業
況
低
迷
を
予
想
し
て

い
る
。
自
動
車
関
連
事
業
で
は
中
国

向
け
輸
入
・
輸
出
の
低
迷
、
建
設
業

は
資
材
調
達
難
に
陥
っ
て
い
る
。
不

動
産
業
で
は
、
販
売
で
住
宅
機
器
が

入
荷
さ
れ
ず
物
件
の
引
渡
し
が
で
き

な
い
事
象
が
発
生
し
、
賃
貸
で
は
家

賃
の
引
下
げ
や
猶
予
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
機
械
卸
売
業
者
・
ア
パ
レ
ル

業
者
は
中
国
か
ら
ま
と
も
な
輸
入
・

仕
入
が
で
き
な
い
一
方
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
業
者
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。
消
費
に

目
を
向
け
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
弁
当
需
要
が
良
好
で
あ

り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
へ
の
食
品
・
生
活
関
連
供

給
の
卸
売
業
者
は
好
調
で
あ
っ
た
。

三�　

当
金
庫
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
融
資
５
月

末
実
績

１�　
当
金
庫
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
融
資
実
績

２
０
２
０
年
５
月
末
現
在
の
当
金

庫
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
融

資
は
、
実
行
件
数
２
０
２
４
件
、
金

額
５
０
２
４
２
百
万
円
、
う
ち
プ
ロ

北おおさか信用金庫
常務理事　
小牧 義昭

コロナ禍における
地域金融機関の役割
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一�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
と
地
域

経
済
の
影
響

１�　
第
２
波
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で

の
地
域
経
済
へ
の
影
響

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
影
響
（
＝
「
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
」）
は
、
外
出
・
営

業
の
自
粛
要
請
に
伴
う
消
費
が
急
減

し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
が

生
じ
て
い
る
。
ほ
ぼ
世
界
同
時
に
生

じ
た
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
似
て
お
り
、
人

の
移
動
を
伴
う
活
動
自
粛
に
よ
り
、

観
光
業
、
飲
食
店
の
み
な
ら
ず
多
く

の
業
種
で
資
金
繰
り
が
逼
迫
す
る
事

態
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
震
災
（
東
日
本
大
震
災
）

の
よ
う
に
工
場
や
店
舗
な
ど
の
設
備

に
直
接
的
な
被
害
が
生
じ
た
わ
け
で

は
な
く
、
復
旧
・
復
興
に
要
す
る
期

間
は
な
い
も
の
の
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
に
消
費
が
元
の
行
動
に
戻
る

確
約
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収

束
後
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
の

消
費
行
動
、
経
済
活
動
に
対
応
で
き

る
か
否
か
が
鍵
で
あ
る
。

ま
た
、収
束
し
た
か
に
思
え
て
も
、

第
２
波
、
第
３
波
と
拡
大
す
る
可
能

性
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経

済
へ
の
影
響
は
長
期
化
か
つ
深
刻
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
消
費
ス
タ

イ
ル
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
容

に
対
応
す
る
必
要
が
高
ま
る
で
あ
ろ

う
。
地
域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、

当
面
の
資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を
期

す
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
取
引
先
が
事

業
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
非
金

融
面
で
の
支
援
も
一
層
重
要
と
な

る
。

２　
特
に
懸
念
さ
れ
る
業
種

「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
」
同
様
、
景

気
が
甚
大
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
金

融
市
場
等
に
影
響
を
与
え
た
ケ
ー
ス

は
多
々
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
日

本
経
済
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点

で
は
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
２

０
０
８
年
）」や「
東
日
本
大
震
災（
２

０
１
１
年
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
並
み

か
そ
れ
以
上
、
外
出
自
粛
等
に
よ
る

レ
ジ
ャ
ー
産
業
等
へ
の
影
響
は
、
東

日
本
大
震
災
と
類
似
し
て
い
る
が
、

影
響
の
規
模
・
範
囲
・
期
間
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
経
済
活
動
自
粛
に
よ
り
、
人
の

不
要
・
不
急
の
移
動
制
限
が
要
請
さ

れ
て
い
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

で
影
響
を
受
け
て
い
る
産
業
の
頭
文

字
を
と
っ
て
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
」
産
業

『
Ｂ
（
ブ
ッ
キ
ン
グ
＝
予
約
）、Ｅ
（
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
＝
娯
楽
）、

Ａ
（
エ
ア
ラ
イ
ン
＝
航
空
）、Ｃ
（
カ

ジ
ノ
と
ク
ル
ー
ズ
）、
Ｈ
（
ホ
テ
ル

と
リ
ゾ
ー
ト
＝
宿
泊
・
観
光
）』
と

も
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
や
は

り
影
響
・
打
撃
が
大
き
い
業
種
と
し

て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
業

種
で
あ
る
宿
泊
・
飲
食
・
レ
ジ
ャ
ー
・

観
光
・
運
輸
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
業
種

は
、
主
に
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
り
、
中
小
企
業
、
小
規
模
零
細
企

北おおさか信用金庫
審査部（経営支援担当）次長
中小企業診断士
田川 雅偉

コロナ禍における
地域金融機関の役割
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は
じ
め
に

金
利
指
標
「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
」
の
公

表
停
止
が
見
込
ま
れ
る
２
０
２
１
年

末
ま
で
残
り
１
年
半
を
切
っ
た
。

金
融
庁
・
日
本
銀
行
の
合
同
調
査

で
は
、
運
用
（
貸
出
等
）
に
お
い
て

金
利
指
標
の
変
更
を
要
す
る
円
Ｌ
Ｉ

Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参
照
す
る
取
引
は
21
兆
円

と
巨
額
に
上
る
こ
と
が
判
明
し
て
お

り
、
今
後
、
銀
行
お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ

Ｒ
を
利
用
す
る
事
業
法
人
等
は
急

ピ
ッ
チ
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
問
題
に

関
し
て
、
本
邦
に
お
け
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
整
理
す

る
と
と
も
に
、特
に
貸
出
を
中
心
に
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
や
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

な
お
、
本
稿
中
の
意
見
に
わ
た
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
ら
の
個
人

的
見
解
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た

い
。一

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
恒
久
的

な
公
表
停
止
の
可
能
性

１�　
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
恒
久
的
な
公
表

停
止
に
つ
い
て

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ（London Interbank 

Offered Rate

、
ラ
イ
ボ
ー
）
と
は
、

ロ
ン
ド
ン
市
場
で
の
金
融
取
引
に
お

け
る
銀
行
間
取
引
金
利
の
こ
と
で
あ

り
、
主
要
５
通
貨
（
米
ド
ル
、
英
ポ

ン
ド
、
ユ
ー
ロ
、
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
、

日
本
円
）
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
日

本
円
通
貨
の
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
は
「
円
Ｌ

Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
」
と
呼
ば
れ
、本
邦
で
は
、

大
企
業
か
ら
中
堅
企
業
を
対
象
と
し

た
変
動
金
利
貸
出
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

取
引
等
の
参
照
金
利
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
て
き
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
巡
っ
て
は
、
２
０

１
２
年
に
発
生
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
不

正
操
作
事
件
以
降
、
改
革
等
が
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
監

督
し
て
い
る
英
国
金
融
行
為
規
制
機

構
（
以
下
、「
Ｆ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
）

の
表
明
を
受
け
、
２
０
２
１
年
末
以

降
に
は
そ
の
公
表
が
恒
久
的
に
停
止

す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
（
注

１
）。
銀
行
お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を

利
用
す
る
事
業
法
人
等
は
、
２
０
２

１
年
末
ま
で
の
約
１
年
半
の
間
に
、

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
公
表
停
止
に
備
え
た

対
応
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

２　
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
利
用
状
況
調
査
結
果

本
邦
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
利

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
停
止
と
金
融
機
関
業
務

①　
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
恒
久
的
停
止
に
関
す
る

　
　

取
組
み
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

一般社団法人 全国銀行協会 業務部
髙橋 哲生
関口 達仁
大峰 裕之

T O P I C ②
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は
じ
め
に

一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会

（
以
下
、「
全
銀
協
」
と
い
う
）
は
、

２
０
２
０
年
３
月
31
日
、「
相
対
貸

出
の
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
条
項
の
参
考

例
（
サ
ン
プ
ル
）」（
以
下
、「
本
参

考
例
」
と
い
う
）
お
よ
び
そ
の
解
説

を
公
表
し
た
（
注
１
）。
本
稿
で
は
、

本
参
考
例
の
内
容
と
各
条
項
の
実
際

の
運
用
に
お
け
る
留
意
点
を
中
心
に

解
説
す
る
。
本
参
考
例
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ

Ｏ
Ｒ
公
表
停
止
問
題
を
受
け
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、そ
の
背
景
・

意
義
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
銀
協

「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
公
表
停
止
に
関
す

る
対
応
に
つ
い
て
」（
本
誌
16
頁
以

下
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
筆
者
ら
は
全
銀
協
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
本
参
考
例
お
よ
び

そ
の
解
説
の
策
定
に
関
与
す
る
機
会

を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
中
意

見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
ら
の
個
人

的
見
解
で
あ
る
。

一

本
参
考
例
に
つ
い
て

本
参
考
例
は
、
日
本
円
金
利
指
標

に
関
す
る
検
討
委
員
会
公
表
の
２
０

１
９
年
７
月
付
「
日
本
円
金
利
指
標

の
適
切
な
選
択
と
利
用
等
に
関
す
る

市
中
協
議
」（
以
下
、「
市
中
協
議
文

書
」
と
い
う
）
お
よ
び
同
委
員
会
公

表
に
係
る
２
０
１
９
年
11
月
付「『
日

本
円
金
利
指
標
の
適
切
な
選
択
と
利

用
等
に
関
す
る
市
中
協
議
』
取
り
ま

と
め
報
告
書
」（
以
下
、「
市
中
協
議

取
り
ま
と
め
」
と
い
う
）
等
に
お
け

る
議
論
の
動
向
を
踏
ま
え
、
金
融
機

関
の
み
な
ら
ず
一
般
事
業
法
人
等
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
も
得
て
、

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、本
参
考
例
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、米
国Alternative Reference 

Rates Com
m

ittee
（ARRC

）
公
表

の
２
０
１
９
年
５
月
30
日
付“ARRC 

Recom
m

endations regarding 
M

ore Robust Fallback Language 
for New

 Originations of LIBOR 
Bilateral Business Loans”

（
以
下
、

「
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
バ
イ
ラ
テ
条
項
案
」
と

い
う
）
等
、諸
外
国
に
お
け
る
議
論
・

検
討
の
内
容
も
参
考
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
参
考
例
は
、
そ

の
公
表
時
点
に
お
け
る
国
内
外
の
議

論
を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
る
が
、

個
別
具
体
的
な
条
項
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
実
務
上
確

立
し
た
考
え
方
の
一
致
が
見
ら
れ
な

い
点
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
参

考
例
は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
今
後
の

T O P I C ②

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
停
止
と
金
融
機
関
業
務

②
　

全
銀
協
「
相
対
貸
出
の
フ
ォ
ー
ル
バ
ッ
ク
条
項
の

　
　

参
考
例
（
サ
ン
プ
ル
）」
の
解
説

森・濱田松本法律事務所 弁護士
佐藤 正謙
青山 大樹
森　 勇貴

T O P I C ②
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２
０
２
０
年
３
月
31
日
に
、「
中

小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
―
第
三
者

へ
の
円
滑
な
事
業
引
継
ぎ
に
向
け
て

―
」
が
、
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
２
０
１
５
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
「
事
業
引
継
ぎ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
―
Ｍ
＆
Ａ
等
を
活
用
し
た
事

業
承
継
の
手
続
き
―
」
を
、「
事
業

引
継
ぎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
改
訂
検
討

会
に
よ
っ
て
５
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂

し
た
も
の
で
あ
る
。
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
本
文
お
よ
び
参
考
資

料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
小
企
業
庁
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
（
注
１
）。
そ
こ
に
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解
を
助
け
る
た

め
に
、「『
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
概
要
資
料

も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。

類
似
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て

は
、
２
０
１
６
年
12
月
に
10
年
ぶ
り

に
改
訂
さ
れ
た
「
事
業
承
継
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
存
在
す
る
（
注
3
）。

筆
者
は
、
２
０
１
５
年
の
旧
事
業
引

継
ぎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
２
０
１
６
年

の
改
訂
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

そ
し
て
今
回
の
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
座
長
（
な
い
し
委
員
長
）

と
し
て
取
り
ま
と
め
て
き
た
。
そ
こ

で
本
号
と
次
号
に
わ
た
り
、
中
小
企

業
の
Ｍ
＆
Ａ
に
関
係
す
る
諸
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
制
定
お
よ
び
改
訂
の
経
緯

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
最
新
の
中
小

Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
。

旧
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
２

０
０
６
年
６
月
に
策
定
さ
れ
、「
事

業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
―
中
小
企
業

の
円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
の
手
引

き
―
」
と
し
て
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

付
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
２
０
１

４
年
に
、
事
業
承
継
を
中
心
と
す
る

事
業
活
性
化
に
関
す
る
検
討
会
が
中

小
企
業
庁
に
設
置
さ
れ
、
同
年
７
月

に
『
事
業
承
継
を
中
心
と
す
る
事
業

活
性
化
に
関
す
る
検
討
会
中
間
報

告
』
が
公
表
さ
れ
る
。
こ
の
中
間
報

告
は
、
事
業
承
継
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
事
業
承
継
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
と
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
提
案
す
る
。

こ
れ
を
受
け
て
同
年
秋
に
、
中
小

企
業
向
け
事
業
引
継
ぎ
検
討
会
が
設

置
さ
れ
る
。
こ
の
検
討
会
が
策
定
し

た
の
が
、
旧
事
業
引
継
ぎ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
事

業
活
性
化
に
関
す
る
検
討
会
に
事
業

承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
小
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
２
０
１
６

年
12
月
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
な
い
シ

ン
プ
ル
な
改
訂
版
の
事
業
承
継
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
10
年
ぶ
り
に
公
表
す

る
。
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、『
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
読
む
』（
注
４
）
に
お
い
て
詳

述
し
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
事

業
承
継
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
小
Ｍ

＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
解
説
す
る

（【
図
表
１
】
参
照
）。

一�　
事
業
引
継
ぎ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
か
ら
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
へ

１�　
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

各
論
と
し
て
の
事
業
引
継
ぎ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
中

小
企
業
の
事
業
承
継
全
般
を
取
り

扱
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
事
業
承

継
の
類
型
に
つ
い
て
、親
族
内
承
継
、

役
員
・
従
業
員
承
継
、
社
外
へ
の
引

継
ぎ
（
Ｍ
＆
Ａ
等
）
の
３
類
型
に
区

分
し
て
い
る
。
事
業
承
継
と
は
、
事

中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
（
上
）
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